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２０１０年１２月号外 杉並区民新聞社 杉並区今川２－１２－２１

日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました

日本共産党

住民説明会に連日参加 和
泉
・
公
社
住
宅
建
て
替
え

和
田
・
特
養
ホ
ー
ム
建
設

１
２
月
７
日

１
２
月
６
日

公
社
住
宅

12
月
７
日
、
和
泉
４
丁
目
の
公
社
住
宅

建
て
替
え
（
現
住
宅
の
除
却
に
つ
い
て
）

の
住
民
説
明
会
が
開
か
れ
、
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
私
、
富
田
た
く
も
参
加
し
ま

し
た
。

当
初
説
明
会
は
、
今
年
５
月
の
予
定
で

し
た
が
、
住
宅
供
給
公
社
か
ら
何
の
連
絡

も
な
く
、
12
月
に
ず
れ
込
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
建
設
予
定
の
建
物

の
説
明
も
無
く
、
ど
う
し
て
い
き
な
り
解

体
の
説
明
に
な
る
の
か
？
」
「
前
回
出
し

た
要
望
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
？
」
と
大
き
な
怒
り
を
表
明
。

公
社
側
の
建
設
推
進
課
の
課
長
は
「
説

明
会
が
延
期
に
な
っ
た
の
は
内
部
的
な
理

由
に
よ
り
、
公
表
で
き
な
い
。
」
「
今
後

建
て
ら
れ
る
建
物
も
一
切
決
定
し
て
い
な

い
の
で
説
明
で
き
な
い
。
」
な
ど
、
ま
っ

た
く
住
民
の
意
見
を
汲
み
取
ら
な
い
回
答

に
終
始
し
ま
し
た
。

私
、
富
田
た
く
も
「
近
隣
住
民
の
方
々

が
公
社
側
の
や
り
方
に
不
安
感
を
抱
い
て

い
る
、
こ
う
い
っ
た
大
き
な
工
事
を
伴
う

事
業
は
近
隣
住
民
の
方
々
と
し
っ
か
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
５
月
の
説
明
会
が
な
ぜ
出
来
な

か
っ
た
の
か
、
住
民
の
方
々
の
要
求
が
現

在
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
、
中

間
報
告
で
か
ま

わ
な
い
か
ら
除

却
工
事
を
始
め

る
前
に
、
そ
の

説
明
会
を
開
催

し
て
欲
し
い
。
」

と
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

今
回
の
説
明

会
で
は
、
除
却
工
事
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
や
騒
音
、
粉
塵
、
廃
材
運
搬
、
家
屋
調

査
な
ど
多
く
の
不
安
要
素
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
内
容
の
質
問
を

す
る
時
間
も
無
い
状
況
で
し
た
。
結
局
、

公
社
側
は
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
１
５
日

に
ス
タ
ー
ト
を
強
行
す
る
姿
勢
で
、
住
民

か
ら
の
「
７
時
半
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
の
出

入
り
を
や
め
て
欲
し
い
」
「
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
作
業
を
行
う
と
き
は
前
日
、
前
々
日

か
ら
連
絡
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
要

望
に
つ
い
て
は
、
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

翌
日
、
私
は
改
め
て
２
月
の
説
明
会
を

行
っ
た
東
京
住
宅
供
給
公
社
の
建
設
推
進

課
の
課
長
に
「
近
隣
住
民
の
不
安
を
な
く

す
た
め
に
も
、
早
急
に
現
状
の
説
明
会
を

開
催
し
て
欲
し
い
」
と
電
話
に
て
要
請
い

た
し
ま
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム

12
月
６
日
、
和
田
一
丁
目
の
都
営
住
宅

跡
地
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
か

か
わ
る
住
民
説
説
明
会
が
、
ゆ
う
ゆ
う
和

田
で
開
か
れ
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
、

富
田
た
く
も
参
加
し
ま
し
た
。

区
、
都
の
担
当
者
が
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
●
都
営
住
宅
解
体
の

際
に
、
大
き
な
振
動
が
あ
り
、
が
ま
ん
で

き
な
か
っ
た
。
●
地
域
に
特
養
ホ
ー
ム
が

で
き
る
事
は
う
れ
し
い
。
●
青
写
真
を
出

し
て
も
ら
い
た
い
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
・
区
は
参
加
者
か
ら
出
さ
れ

た
質
問
に
対
し
て
「
●
運
営
を
行
う
法
人

が
建
設
主
体
に
な
る
。
70
人
の
ベ
ッ
ド
を

確
保
す
る
が
、
一
ベ
ッ
ド
あ
た
り
都
と
区

で
９
５
０
万
円
ほ
ど
の
補
助
を
お
こ
な
う
」

「
●
公
園
な
ど
の
他
の
要
望
は
な
い
」

「
●
福
祉
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
は
以
前
か

ら
制
定
し
て
い
た
」
「
●
低
年
金
者
の
利

用
料
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

今
後
、
12
月
に
社
会
福
祉
法
人
を
公
募

し
、
来
年
４
月
に
法
人
を
決
め
、
平
成
25

年
５
月
開
設
予
定
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。



方南２丁目・国家公務員住宅の建て替えについて

凍結を見直し、地元要求を尊重せよ
杉
並
区
議
会
が
意
見
書
を
採
択
し
、
国
に
提
出

12
月
７
日
、
区
議
会
最
終
日
、
方
南
２
丁
目
の
国
家
公
務
員
住
宅
の
建
て
替
え
に
に
つ

い
て
、
凍
結
を
見
直
し
、
地
元
要
求
を
尊
重
す
る
よ
う
に
求
め
た
意
見
書
（
左
記
）
を
議

決
し
、
国
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

国家公務員宿舎方南町住宅（仮称）整備事業に関する意見書

東京都杉並区方南２丁目地内に所在する国家公務員宿舎方南町住宅は、

平成１９年、建て替え計画が明らかになり、これを受けて同年、地元町

会は財務省に対し、地域住民の安心と安全、良好なコミュニティ形成の

観点から、災害時の避難公園や防災施設設備などの設置について要望を

行った。

以来、財務省関東財務局と、地元町会及び杉並区との間で、計画段階

から協議が重ねられ、概ね地元の要望に沿った対応がなされてきたこと

は、評価に値することである。そのような中、内閣府に設置された行政

刷新会議は、平成２１年１１月から開始した事業仕分けにより、本建替

え事業は凍結されることになり、今日に至っている。

もとより厳しい財政状況の下で、真に当該事業が必要であるか否かを

判断し、国家予算について見直しを行うことの意義は、杉並区議会とし

ても、これを理解するものであるが、本件建替え事業のように、国と地

域住民及び地元自治体との間で、相互の信頼関係を築き、誠実な協議を

重ねて合意に至った事業については、地方自治の本旨、また地方主権推

進の見地から、これを尊重すべきこともまた、改めて言うまでもない。

密集した住宅都市・杉並の中に、敷地面積９千平方メートルを超える

宿舎用地が更地のまま放置されていることや、地域の発展のために国と

地域住民との間で合意された事項が履行されずにいることは、地域の安

全やコミュニティ形成のうえで、大きな支障となりかねない。

よって、杉並区議会は、国に対し、国家公務員宿舎方南町住宅（仮称）

整備事業の凍結について速やかに再検討し、地元要望を尊重されること

を強く求めるものである。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成２２年１２月７日

杉並区議会議長名

内閣総理大臣 内閣府特命担当大臣（行政刷新） 財務大臣 あて

国家公務員住宅の建て替え予定地お申し込みは、日本共産党杉並地区委員会

電話 ３３１４－５５５１


